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基本情報

学部 学科 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 学科計 学部計 欠格者数 欠格率

法学部 法学科 59 49 0 0 ー ー 108 108 10 0.09

経営学科 62 27 0 0 ー ー 89

国際経営学科 45 5 0 0 ー ー 50

経済学科 62 34 0 0 ー ー 96

産業社会学科 29 15 0 0 ー ー 44

人間学部 人間学科 17 7 0 0 ー ー 24 24 2 0.08

都市情報学部 都市情報学科 0 0 0 0 ー ー 0 0 0 ―

外国語学部 国際英語学科 13 9 0 0 ー ー 22 22 5 0.23

薬学部(6年) 薬学科 84 5 0 0 0 0 89 89 8 0.09

数学科 93 13 0 0 ー ー 106

電気電子工学科 112 4 0 0 ー ー 116

応用化学科 43 12 0 0 ー ー 55

交通機械工学科 101 21 0 0 ー ー 122

機械工学科 104 5 0 0 ー ー 109

材料機能工学科 30 8 0 0 ー ー 38

メカトロニクス工学科 89 9 0 0 ー ー 98

社会基盤デザイン工学科 91 7 0 0 ー ー 98

環境創造工学科 86 7 0 0 ー ー 93

建築学科 77 28 0 0 ー ー 105

情報工学部 情報工学科 0 0 0 0 ー ー 0 0 0 ―

生物資源学科 37 23 0 0 ー ー 60

応用生物化学科 41 20 0 0 ー ー 61

生物環境科学科 46 22 0 0 ー ー 68

非正規生 非正規性 0 0 0 ―

経済学部 140 23 0.16

0.06理工学部 940 56

農学部 189 16

受講者数（履修登録者数）： 1651 名 欠格： 130 名

経営学部 139 10 0.07

0.08

0
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学部 履修者数 欠格者数 合格者数 実合格率 合格率

法学部 108 10 87 0.89 0.81

経営学部 139 10 110 0.85 0.79

経済学部 140 23 97 0.83 0.69

人間学部 24 2 17 0.77 0.71

都市情報学部 0 0 0 ― ―

外国語学部 22 5 13 0.76 0.59

薬学部 89 8 78 0.96 0.88

理工学部 940 56 797 0.90 0.85

情報工学部 0 0 0 ― ―

農学部 189 16 151 0.87 0.80

非正規生 0 0 0 ― ―

全学部 1651 130 1350 0.89 0.82

最終評価（小テスト×0.4 ＋ 定期試験×0.6）
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合格率（学部別）

小テストおよび定期試験の得点詳細については，別添資料１，２を参照のこと．
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合格率（全学部）

総合評価（小テスト×0.4＋定期試験×0.6）

履修者数 欠格者数 合格者数 実合格率 合格率

1651 130 1350 0.89 0.82
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合格率（文系学部）

0.78 0.79

0.78
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合格率（文系学部）

0.70 0.73
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合格率（理系学部）

0.82 0.82

0.79
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学習状況（学習時間）

 15 回の学習時間合計は，平均で僅か 8 時間程度．
 つまり，各回の平均学習時間は，1 時間未満．
 金曜日︓21～23 時のアクセスに集中しており，多く

の学生が開講日の土曜日ではなく，締め切り間際の金
曜日深夜に学習している．
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学習状況（定期試験の実施回数）

定期試験実施要項にて，原則，解答チャンスは１回である旨，念押ししたため，２回の実施
は少なかった．
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授業改善アンケート（回答率）

回答率︓62.5 %
（15回目の講義にて，出席確認と併せて実施）
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授業改善アンケート （Q1）

ワードクラウド：スコアが高い単語を複数選び出し、その値に応じた大きさで図示し
ています。 単語の色は品詞の種類で異なっており、青色が名詞、赤色が動詞、緑色が
形容詞、灰色が感動詞を表しています。

共起キーワード：文章中に出現する単語の出現パターンが似たものを線で結んだ図
です。出現数が多い語ほど大きく、また共起の程度は強い方から順に 太い実線 > 細い
実線 > 破線 で描画されますす。

Q１︓この授業を履修しようと思った理由は何ですか︖

 1．学びたい分野
「データサイエンス・AIについて学んでみたかったから」︓データサイ
エンスとAIに対する興味を持っている．

 2．講義形式
「オンデマンド講義だったから」︓オンデマンド形式の講義が提供され
ているため，学習しやすい環境が整っている．

 3．将来の必要性
「科目で身につく学修成果が将来必要になる知識や技能であると思った
から」︓学んだ内容が将来のキャリアにおいて重要であると認識してい
る．

 4．他学部の授業
「他学部の教員の授業を受けてみたかったから」︓異なる視点や専門知
識を得るために他学部の授業を受けることに興味を持っている．

 5．資格取得の意欲
「ITパスポートの資格を取り、IT系に興味があった」︓IT 関連の資格
取得を目指しており、IT分野への関心が高い．

以上のように，データサイエンスとAIに対する強い興味を持ち，将来
に役立つ知識や技能を身につけるために，オンデマンド講義を利用して
学ぶ意欲がある．



データサイエンス・AI 応用基礎Ⅰ（2025年度 点検評価） 12

授業改善アンケート（Q2～Q4）

Q2：授業の理解度「理解できた」は，81.8 ％
（昨年度より，＋3.6 %）

Q3：講義資料の満足度は，95.3 ％
（昨年度より，＋4.5 %）

Q4：87.1 %の学生が難しいという感想
（昨年度より，-7.1 %）

 「理解度」「資料の満足度」ともに，昨年度よりも大幅UP！
 87 %が「難しい」との感想であるが，同時に「理解度」「満足度」が高いことから，自学自習による

努力が伺える．
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授業改善アンケート（Q5～Q7）

Q5︓授業外での学習時間は，約７割が１時間
 程度，約３割の学生は殆ど行っていない．

Q6︓到達目標１の達成度は，79.8 %（75.3 %）
（データサイエンスやAIが注目されるようになった社会背景と，様々な分野での活用事例を理解し，説明できるようになる．）

Q7︓到達目標２の達成度は，79.9 %（76.9 %）
（データサイエンスの基本的な分析手法を身に着け，データ解析の結果を分析目的に即して解釈できるようになる．）

 自習課題には，ほとんどの学生が取り組んでいない
 到達目標の達成度は共に高いことから，学んだつもりになっている︖
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授業改善アンケート（Q8～Q9）

Q８︓授業満足度は，88.8 %
（昨年度より，+1.6 %）

Q９︓本科目の重要性の認知は，94.6 %
（昨年度より，＋4.0 %）

授業満足度，科目の重要性認知に関しては，データサイエン
ス・AI 入門を上回った．

 授業満足度，科目の重要性認知に関しては，「データサイエンス・AI入門」を上回った．
 社会におけるデータサイエンス・AI スキルの重要性が，学生の間でも浸透してきている模様
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授業改善アンケート （Q10）

ワードクラウド：スコアが高い単語を複数選び出し、その値に応じた大きさで図示し
ています。 単語の色は品詞の種類で異なっており、青色が名詞、赤色が動詞、緑色が
形容詞、灰色が感動詞を表しています。

共起キーワード：文章中に出現する単語の出現パターンが似たものを線で結んだ図
です。出現数が多い語ほど大きく、また共起の程度は強い方から順に 太い実線 > 細い
実線 > 破線 で描画されますす。

Q１０：この授業の内容に関しての要望事項あれば具体的に教えてください

 1．テストや課題の難易度
「テストが難しい」「テストの締め切りを伸ばして欲しい」といった意
見があり．→ 1週間あり，期間的には十分．

 2．数学の内容に対する苦戦
「積分微分、行列、ベクトルといった普通に難易度の高い数学をやるの
は苦戦した」「数学のとこ難しいからもうちょっと砕いて欲しい」︓数
学の内容が難しいと感じている学生が多いため，補助教材等の必要性あ
り．→ 教科書/参考書等の参照．

 3．授業の内容と形式
「もう少しデータ分析に関する内容がやりたかった」「知識のみが多く
最近の生成 AI や実生活への活用法へ触れてる講義が欲しい」︓実践的
な内容やデータ分析に特化した授業を求める声がある．→ 応用基礎Ⅱ
が実践の位置づけ．

 4．授業の進行方法
「学生が主体的に学べるよう工夫していただきたい」︓授業の進行方法
や学生参加型のアプローチを改善してほしいという要望がある．→ そ
のために自習課題があるのですが・・・

 5．講義資料
「問題の例題と解説がもっと多いと嬉しい」との意見があり．講義資料
や復習のためのアクセスの向上を求める声がある．
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授業改善アンケート （Q11）

ワードクラウド：スコアが高い単語を複数選び出し、その値に応じた大きさで図示し
ています。 単語の色は品詞の種類で異なっており、青色が名詞、赤色が動詞、緑色が
形容詞、灰色が感動詞を表しています。

共起キーワード：文章中に出現する単語の出現パターンが似たものを線で結んだ図
です。出現数が多い語ほど大きく、また共起の程度は強い方から順に 太い実線 > 細い
実線 > 破線 で描画されますす。

Q１１︓講義ビデオ／資料に関しての要望事項があれば具体的に教えてください

 1．資料の整理
「資料は1つのPDFにしてください」：ダウンロードが面倒くさい．→
単元ごとに整理しやすいように分けている．

 2．音質と視覚的要素
「たまに音質が悪く聞き取りにくい時があった」や「教授の声が聞こえ
にくい時があった」など，音質の改善を求める意見が見受けられる．ま
た，「文字数を減らすか、ページ数を減らした方が読みやすくなる」と
いった視覚的な配慮も求められている．

 3．動画の長さと構成
「90分を超えてもいいので補足説明の具体的な講義も録画してほしかっ
た」や「動画を数回に分けるのではなくまとめて欲しい」といった意見
があり、動画の長さや構成に関する要望が多い．

  4．講義内容の充実
「講義中に、もう少し例題をやって欲しい」や「問題の解説をもう少し
してほしいと」といった意見があり，講義内容の充実を求める声がある．

「丁寧な解説でとても分かりやすい講義ビデオが沢山ありました」や「わか
りやすかったです」といったポジティブなフィードバックも多く，全体的に
は授業の質に対する満足度が高いことが伺える．
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授業改善アンケート （Q12）

ワードクラウド：スコアが高い単語を複数選び出し、その値に応じた大きさで図示し
ています。 単語の色は品詞の種類で異なっており、青色が名詞、赤色が動詞、緑色が
形容詞、灰色が感動詞を表しています。

共起キーワード：文章中に出現する単語の出現パターンが似たものを線で結んだ図
です。出現数が多い語ほど大きく、また共起の程度は強い方から順に 太い実線 > 細い
実線 > 破線 で描画されますす。

Q１２︓小テストに関しての要望事項があれば具体的に教えてください

 1．問題の難易度
多くの学生が問題が難しいと感じており，「少し難しすぎると思いまし
た」「難易度が自分には少し高かったです」といった意見が多い．→ 成
績から見ると問題なく，むしろ，もっと難易度を上げても良い︖

 2．解説の充実
「解説がもっと詳しいと理解が深まりそうです」「小テストの解説をも
う少ししてほしいと思った」との要望があり． → 小テストの解説に関
しては，毎年，継続的に手厚くしている．

 ３．点数の開示
小テストの点数を即時に知りたいという要望があり、「小テストの点数
を開示してほしい」「小テストの得点を出して欲しかったです」といっ
た意見が多い．→ 自己採点での時間外学習を増やす目的

 ４．リマインダー機能
小テストの受験を忘れないようにリマインダー機能を求める声があり，
「任意で毎週水or木曜日になったらメッセージが届くようにできたらい
いかも知れないです」との提案がある．
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授業改善アンケート （Q13）

ワードクラウド：スコアが高い単語を複数選び出し、その値に応じた大きさで図示し
ています。 単語の色は品詞の種類で異なっており、青色が名詞、赤色が動詞、緑色が
形容詞、灰色が感動詞を表しています。

共起キーワード：文章中に出現する単語の出現パターンが似たものを線で結んだ図
です。出現数が多い語ほど大きく、また共起の程度は強い方から順に 太い実線 > 細い
実線 > 破線 で描画されますす。

Q１３︓本講義の受講を振り返って，自己の反省点があれば具体的に教えてください

 1．課題の取り組み不足
「第14回の確認テストを一週間の期限があったのにも関わらずやり損ねたこ
と」や「自由課題に取り組むことがあまりできなかったこと」といった反省
が見られ，課題に対する取り組みが不十分であったことを認識している．

 2．時間管理の重要性
「期限が近くなってから課題に取り掛かることがあったことが反省点です」
や「毎週期限ぎりぎりにしか始めなかった点」といった記述から，時間管理
が課題の提出や学習において重要であることを学んだことが伺える．

 3．理解度の差
「統計分野の計算がうまくできずに時間がかかった回も多くあった」や「数
学やデータの分析が苦手なのでそこまで詳しい理解ができなかったと思う」
という意見から，内容の理解度に差があり，特に数学的な部分での苦手意識
を持っていることが伺える．

 4．復習の必要性
「しっかりと復習して期末テストに臨みたい」や「もう少し復習をしっかり
行えば良かったと思いました」といった反省から，復習の重要性を再認識し
ていることが伺える．

 5．講義の楽しさと興味
「とても満足のする講義が受けられました」や「楽しかった︕ネットの世界
を知れた︕」というポジティブな感想もあり，講義自体には満足しているこ
とが伺える．
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授業改善アンケート （Q14）

ワードクラウド：スコアが高い単語を複数選び出し、その値に応じた大きさで図示し
ています。 単語の色は品詞の種類で異なっており、青色が名詞、赤色が動詞、緑色が
形容詞、灰色が感動詞を表しています。

共起キーワード：文章中に出現する単語の出現パターンが似たものを線で結んだ図
です。出現数が多い語ほど大きく、また共起の程度は強い方から順に 太い実線 > 細い
実線 > 破線 で描画されますす。

Q１４︓本講義を振り返って，もっと学びたかったと思う授業内容があれば具体的に教えてください

 1．アルゴリズムとAIの学び
「アルゴリズムは今後の社会生活で生きてきそうなので，もう少し学んでみ
たかった」，「AIと人間のかかわり方をもっと深く学びたかったと感じてい
ます」など，本講義の意義の高さを感じている．

 2．プログラミングの深化
「プログラミングについて，より複雑になったプログラミングも学んでみた
い」，「プログラミングのところをもう少しやりたかった」など，未経験者
の興味の高さが伺える．→ 応用基礎Ⅱで実践が体験出来る．

 3．統計学への興味
「統計学についてもっと深く学びたいと思った．特に標準偏差や相関係数な
どを学びたい」，「統計学に興味があり，この講義でしか学べないので，も
う少し学びたかった」 など，統計学の重要性の認識が伺える．

 4．ディープラーニングと数学的背景
「序盤にやったディープラーニングについてもう少し深く学びたいと感じ
た」，「数学的な背景をもっと知りたかった」など，最新のAI動向への興味
が伺える．

 5．実践的な応用と復習の重要性
「実際の職場でどんなふうに使われているか知れると，より重要性が感じら
れると思いました」

全体として、AI，アルゴリズム，プログラミング，統計学，ディープラーニ
ングなどのトピックに対する興味を示し，より深く学ぶことを望んでいること
が伺える．
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昨年度からの改善点・課題

・教材の改善
→改善：各科目担当の先生方に可能な範囲で改善努力をいただいた．

課題：詳細解説，例題の増加等の要望が依然ある．
→引き続き改善が必要．

・小テストの詳細解説

→改善：可能な限り，解説を追加戴いた．
課題：アンケートでは，依然，要望が多い．教科書からの参照説明要望もあり．

 →引き続き改善が必要．

・補助教材の強化

→改善：解析ツールに慣れていない学生に向けて，初回の講義にチュートリアルを追加
課題：数学，統計解析に関する補助教材の強化．

・オンライン定期試験の不正行為対応

→改善：当日のPC教室の見廻り等業務の業務負担．
課題：引き続き検討していく必要あり．
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来年度に向けての改善目標

・教材の改善
 →社会背景および技術の進化に伴う内容の更新．
→資料の見易さ，聞き取りやすさに関する改善要望が依然あるため，

更なる改善を実施する．

・小テスト模範解答

→更なる，詳細な解説を望む声が多い．（「講義資料の p.xx を参照せよ」など）

・補助教材の強化

→講義で必要となる基礎知識に関するチュートリアル，参考書の紹介．

・オンライン定期試験の不正行為対応

→当日の PC 教室の見廻り業務

・今後の運営・実施体制
→取り纏め専任担当の採用，ノルマ等，科目運営に関する体制整備が急務．
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基本情報
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3

合格率（学部別）

小テストおよび定期試験の得点詳細については，別添資料１，２を参照のこと．
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合格率（全学部）

総合評価（小テスト×0.4＋定期試験×0.6）

履修者数 欠格者数 合格者数 実合格率 合格率

563 21 514 0.95 0.91
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総合評価得点率（文系学部）
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合格率（文系学部）
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学習状況（学習時間）

 15 回の学習時間合計は，平均で約 6 時間．
 つまり，各回の平均学習時間は，30 分未満．
 金曜日︓21～23 時のアクセスに集中しており，多く

の学生が開講日の土曜日ではなく，締め切り間際の金
曜日深夜に学習している．
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学習状況（定期試験の実施回数）

定期試験実施要項にて，原則，解答チャンスは１回である旨，念押ししたため，２回の実施
は少なかった．
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授業改善アンケート（回答率）

回答率：62.0 %
（15回目の講義にて，出席確認と併せて実施）
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授業改善アンケート （Q1）

ワードクラウド：スコアが高い単語を複数選び出し，その値に応じた大きさで図示し
ています． 単語の色は品詞の種類で異なっており，青色が名詞，赤色が動詞，緑色が
形容詞，灰色が感動詞を表しています．

共起キーワード：文章中に出現する単語の出現パターンが似たものを線で結んだ図
です．出現数が多い語ほど大きく，また共起の程度は強い方から順に 太い実線 > 細い
実線 > 破線 で描画されますす．

Q１︓この授業を履修しようと思った理由は何ですか︖

 1．学びたい意欲
「データサイエンス・AIについて学んでみたかったから」という理由が
多く，受講者の強い学習意欲が表れている．

 2．オンデマンド講義の利点
「オンデマンド講義だったから」という理由が多く見られ，受講者が自
分のペースで学べることを重視していることが伺える．

 3．他学部の教員の講義
「他学部の教員の講義を受けてみたかったから」という理由も多く，異
なる視点や専門知識を学ぶことへの関心が伺える．

 4．将来の必要性
「科目で身につく学修成果が将来必要になる知識や技能であると思った
から」という意見があり，受講者がこの学びを将来のキャリアに役立て
たいと考えていることが伺える．

受講者はデータサイエンスとAIに対する学びの意欲，オンデマンド形式
の利点，他学部の教員からの学び，将来の必要性を重視していることが明確
に伺える．
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授業改善アンケート（Q2～Q4）

Q2︓授業の理解度「理解できた」は，88.5 ％
（応用基礎Ⅰより，+10.3 ポイント）

Q3︓講義資料の満足度は，93.7 %
（応用基礎Ⅰより，+2.9 ポイント）

Q4︓90.8 %学生が難しいという感想
（応用基礎Ⅰより，-3.4 ％）

 「理解度」「資料の満足度」は，「応用基礎Ⅰ」よりも UP．
 91 %が「難しい」との感想であり，「応用基礎Ⅰ」よりも 3.4 %低い．
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授業改善アンケート（Q5～Q7）

Q5︓授業外での学習時間は，約６割が１時間
 程度，約４割の学生は殆ど行っていない．

Q6︓到達目標１の達成度は，84.5 ％
（応用基礎Ⅰより，＋10.1 ポイント）

Q7︓到達目標２の達成度は，88.3 %
（応用基礎Ⅰより，＋11.4 ポイント）

 自習課題には，ほとんどの学生が取り組んでいない
 到達目標の達成度は共に，応用基礎Ⅰよりも高い．（数学がない分，容易になっている？）

到達目標１︓データサイエンスやAIが注目されるようになった社会背景と，様々な分野
での活用事例を理解し，説明できるようになる．

到達目標１︓データサイエンスの基本的な分析手法を身に着け，データ解析の結果を
分析目的に即して解釈できるようになる．
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授業改善アンケート（Q8～Q9）

Q８︓授業満足度は，90.5 %
（応用基礎Ⅰより，＋3.3 ポイント）

Q９︓本科目の重要性の認知は，94.3 %
（応用基礎Ⅰより，＋3.7 ポイント）

授業満足度，科目の重要性認知ともに，データサイエンス・
AI 応用基礎Ⅰを上回った．

 授業満足度，科目の重要性認知ともに，「データサイエンス・AI 応用基礎Ⅰ」を上回った．
 社会におけるデータサイエンス・AI スキルの重要性が，学生の間でも浸透してきている．
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授業改善アンケート （Q10）

ワードクラウド：スコアが高い単語を複数選び出し，その値に応じた大きさで図示し
ています． 単語の色は品詞の種類で異なっており，青色が名詞，赤色が動詞，緑色が
形容詞，灰色が感動詞を表しています．

共起キーワード：文章中に出現する単語の出現パターンが似たものを線で結んだ図
です．出現数が多い語ほど大きく，また共起の程度は強い方から順に 太い実線 > 細い
実線 > 破線 で描画されますす．

Q１０︓この授業の内容に関しての要望事項あれば具体的に教えてください

 １. 重要事項の整理
「情報量が多いので，一番大事なところ何かを教えて，それに派生する形
で，繋げて解説してほしい」など，重要な情報を求める要望がある． 

 ２．学びの成果
「AIなどの機械について学べた」

今回は， 全体として，特に要望がない傾向となった
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授業改善アンケート （Q11）

ワードクラウド：スコアが高い単語を複数選び出し，その値に応じた大きさで図示し
ています． 単語の色は品詞の種類で異なっており，青色が名詞，赤色が動詞，緑色が
形容詞，灰色が感動詞を表しています．

共起キーワード：文章中に出現する単語の出現パターンが似たものを線で結んだ図
です．出現数が多い語ほど大きく，また共起の程度は強い方から順に 太い実線 > 細い
実線 > 破線 で描画されますす．

Q１１︓講義ビデオ／資料に関しての要望事項があれば具体的に教えてください

 1．スライドの有用性
「添付資料にスライドがあってとても勉強に助かりました」︓補助資料
等を有効に活用していることが伺える．

 2．動画の長さ
「できれば動画を20分以内にしていただけると集中力が途切れることな
く学習に励めると感じた」という要望があり，短い動画が好まれてい
る．→ 詳細な解説と動画の長さはトレードオフ．

 3．資料の形式
「資料は PowerPoint にて配布して欲しい」という具体的な形式に関す
るリクエストがある．→ 教材なので，オリジナルは配布しない．

 ４．音質と用語の説明
「音質を聞き取りやすくしてほしい」や「コンピューターサイエンスの
用語を説明してないまま話を進められると理解が大変」など，音質や専
門用語の説明に関する改善点が挙げられている．
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授業改善アンケート （Q12）

ワードクラウド：スコアが高い単語を複数選び出し，その値に応じた大きさで図示し
ています． 単語の色は品詞の種類で異なっており，青色が名詞，赤色が動詞，緑色が
形容詞，灰色が感動詞を表しています．

共起キーワード：文章中に出現する単語の出現パターンが似たものを線で結んだ図
です．出現数が多い語ほど大きく，また共起の程度は強い方から順に 太い実線 > 細い
実線 > 破線 で描画されますす．

Q１２︓小テストに関しての要望事項があれば具体的に教えてください

 １. 選択肢の問題削減
「全て選べ」の問題を減らしてほしい」→ 講義資料を理解しているかを
確認するためには，一定数，必要と考える． 

 ２．出題形式
少数ではあるが，記述式を希望している．

今回は， 全体として，特に要望がない傾向となった
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授業改善アンケート （Q13）

ワードクラウド：スコアが高い単語を複数選び出し，その値に応じた大きさで図示し
ています． 単語の色は品詞の種類で異なっており，青色が名詞，赤色が動詞，緑色が
形容詞，灰色が感動詞を表しています．

共起キーワード：文章中に出現する単語の出現パターンが似たものを線で結んだ図
です．出現数が多い語ほど大きく，また共起の程度は強い方から順に 太い実線 > 細い
実線 > 破線 で描画されますす．

Q１３︓本講義の受講を振り返って，自己の反省点があれば具体的に教えてください

 1．計算問題の練習
「計算問題が苦手だと分かったので，テストに向けてその分野を練習し
ます」︓計算問題が苦手であることを認識し，テストに向けてその分野
を練習する意欲が伺える．

 2．復習の重要性
「復習をもっと丁寧に行いたかった」︓復習の重要性を認識しており，
毎講義の復習が不足していることを反省している．

 3．小テストの管理
「小テストを提出するだけで，どこを間違えたのかなど復習を怠ってし
まったこと」︓自己管理の無さを反省する傾向が伺える．

 4．理解の深さ
「一度小テストをするだけで終わるのではなく，しっかり定着するくら
いまで理解する」 ︓AI の部分が難しく，十分に理解できていない単元
があることを認識し，定着を図る必要性を反省している．

 5．学習習慣の確立
「日々コツコツと勉強すればよかった」︓予習復習を前もって行い，勉
強の時間を増やすことで，より良い学習習慣を確立したいと考えてい
る．

全体として，学習の進め方や復習の重要性，時間管理の必要性についての
反省と改善策が述べられている．
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授業改善アンケート （Q14）

ワードクラウド：スコアが高い単語を複数選び出し，その値に応じた大きさで図示し
ています． 単語の色は品詞の種類で異なっており，青色が名詞，赤色が動詞，緑色が
形容詞，灰色が感動詞を表しています．

共起キーワード：文章中に出現する単語の出現パターンが似たものを線で結んだ図
です．出現数が多い語ほど大きく，また共起の程度は強い方から順に 太い実線 > 細い
実線 > 破線 で描画されますす．

Q１４︓本講義を振り返って，もっと学びたかったと思う授業内容があれば具体的に教えてください

 1．学びの成果
「十分学べました」との記述が多く．学習内容に対する満足度の高さが
うかがえる．

 2．専門性の希望
「細胞についてなど専門性が高い分野ではなく，情報系で幅広い分野で
活用できる分野について深く学びたい」とあり，より広範な情報技術の
学習を希望している．

 3．興味の拡大
「暗号化については興味がわいたので自分でもより調べてみようと思っ
た」との記述があり，特定のテーマに対する興味が高まったことが伺え
る．

 4．医療関連の言及
「医療に関する分野」のフレーズが多く，医療と関連する学問に対する
関心があることが示唆されている．

 5．全体的な満足感
「満足です」との表現が多数あり，全体的な学びの経験に対するポジ
ティブな評価が示されている．
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来年度に向けての改善目標

・教材の改善
 →動画／資料の見やすさ，聴きやすさについて，再チェック．
 →特に，聞き取り易さに関する要望が強い．  

・小テスト模範解答

→要望事項は殆ど無し．成績と学習時間から，難易度を上げても良いかも．

・補助教材の強化

→講義で必要となる基礎知識に関するチュートリアル，参考書の紹介．

・定期試験

→小テストと同様に，成績と学習時間から，難易度を上げても良いかも．

・今後の運営・実施体制

課題：取り纏め専任担当の採用，ノルマ等，科目運営に関する体制整備が
急務．
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